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▲奈良山等妙寺歴史交流館 

▲オープニングイベント　出雲神楽公演

▶
展
望
場 

▲如意顕院跡　中世等妙寺の中枢部。本坊客殿は
床面まで立体復元されている。

詳しくはこちら→

　令和₆年₉月21日、鬼北町の貴重な文化
遺産である国史跡等妙寺旧境内の歴史を
感じ、自然に親しむ「奈良山等妙寺史跡公
園・歴史交流館」がオープンしました。等
妙寺旧境内は、今からおよそ700年前の鎌
倉時代末、日本天台宗を開いた最澄の教え
を広め、乱れた世を仏の道で導くため創建
された山寺跡です。
　旧境内地は平成を通じた発掘調査を経
ながら史跡公園として整備が進み、歴史探
訪や森林浴、ウォーキングなど癒しと憩い
の場として気軽に立ち寄ることができま
す。ぜひお越しください。

鬼北町のおすすめ新スポット
﹁奈良山等妙寺史跡公園・
� 歴史交流館﹂
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全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
主
催
に
よ

る「
町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式
・
町
村
監
査

委
員
全
国
研
修
会
」が
、10
月
22
日（
火
）～

23
日
（
水
）に
L
I
N
E	
C
U
B
E	

S
H

I
B
U
Y
A（
渋
谷
公
会
堂
）に
お
い
て
、

全
国
か
ら
約
1
，5
0
0
名
の
関
係
者
が

参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
本
県
か

ら
は
22
名
が
参
加
し
た
。

　

町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式
は
、
水
上
雄

二
会
長（
富
山
県
立
山
町
代
表
監
査
委
員
）

の
式
辞
に
続
き
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
、

町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式
・

�
町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会

京
都
府
久
御
山
町
代
表
監
査
員
の
川
㟢
隆

治
氏
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

今
回
の
被
表
彰
者
は
、
監
査
委
員
と
し

て
7
年
以
上
在
職
し
功
労
の
あ
っ
た
方
71

名
、
監
査
事
務
職
員
と
し
て
10
年
以
上
在

職
し
功
労
の
あ
っ
た
方
8
名
の
合
計
79
名

が
表
彰
さ
れ
た
。

令和６年度町村監査功労者表彰式・町村監査委員全国研修会
開　催　要　領

１　目　　的
　　町村等監査委員、町村監査委員事務局職員等として多年にわたり在職し、町
村自治の発展振興に顕著な功労があったと認められる方を表彰するとともに、
町村監査委員の自己研修・資質の向上を図ることを目的として開催する。
２　対 象 者　町村等監査委員及び町村監査事務職員等
３　日　　程

４　場　　所　LINE	CUBE	SHIBUYA（渋谷公会堂）
　　　　　　　（東京都渋谷区宇田川町1-1）

　

続
い
て
、
来
賓
の
阿
部
総
務
省
自
治
行

政
局
長
、
吉
田
全
国
町
村
会
長
及
び
渡
部

全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
か
ら
の
祝
辞
の

後
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
新
川
﨑
代
表

監
査
委
員
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
全
国
研
修
会
で

は
、
西
谷
康
彦
副
会
長
（
徳
島
県
勝
浦
町

代
表
監
査
委
員
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
次

の
講
演
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
西
谷
副
会
長
か
ら
閉
講
挨
拶
が

あ
り
、
2
日
間
の
全
日
程
を
終
了
し
た
。

　

な
お
、
本
県
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

�

鬼
北
町
議
会
議
員　

松
浦　

司　

氏

【
一
日
目
】

　
「
I
T
を
用
い
た
監
査
対
応
の
効
率
化

　

�

-A
I
を
使
っ
た
分
析
の
実
践
」

　

愛
知
工
業
大
学
経
営
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山　

恭
司　

氏

　
「
自
治
体
監
査
の
手
引
」

　
　

元
神
奈
川
県
常
勤
監
査
委
員

�

　

真
島　

審
一　

氏

【
二
日
目
】

　
「
監
査
事
務
局
に
お
け
る

�

監
査
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
」

　
　

公
認
会
計
士
、
地
方
監
査
会
計
技
術

者
（
C
I
P
F
A	

J
a
p
a
n
）

�

　

嶋
田　

有
吾　

氏

月　日 時　間 科　目　・　講　師

10/22
（火）

11:30～13:00 受　　付

13:00～13:30

　町村監査功労者表彰式
　　会長挨拶
　　表彰状授与
　　来賓祝辞
　　被表彰者代表謝辞

13:45～13:50 開講あいさつ	 全国町村監査委員協議会副会長

13:50～15:10
（1:20）

研　修①
　ITを用いた監査対応の効率化－AIを使った分析の実践
　　愛知工業大学経営学部教授	 丸山　恭司　氏

15:10～15:30
（0:20） ～　休　　憩　～

15:30～16:50
（1:20）

研　修②
　自治体監査の手引
　　元神奈川県監査委員　	 真島　審一　氏

10/23
（水）

9:30～10:50
（1:20）

研　修③
　監査事務局における監査計画の策定について
　　公認会計士、地方監査会計技術者（CIPFA	Japan）	 嶋田　有吾　氏

10:50～10:55 閉講あいさつ　	 全国町村監査委員協議会副会長
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講師　金田義行 氏

講師　西川きよし 氏

第
62
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
を
開
催

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

　

研
修
会
は
、定
刻
午
後
1
時
に
開
会
。は

じ
め
に
四
国
地
区
会
長
で
あ
る
井
下
香
川

県
会
長
が
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
た
後
に
、

自
治
功
労
者
の
表
彰
に
入
り
、
町
村
議
会

議
員
と
し
て
19
年
以
上
在
職
し
、
地
方
自

治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
4
名
の
方
々
に

対
す
る
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
講
演
に
入
り
、香
川
大
学 

特
任
教

授 

地
域
強
靭
化
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
金

田
義
行
氏
か
ら
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

災
害
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
～
能
登
半
島

　

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
が
、
今
年
は
香
川
県
当
番
に
よ
り
、
10
月
31
日

（
木
）
高
松
市
の
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
で
開
催
さ
れ
、
四
国
各
地
か
ら
町
村
議
会

議
員
ら
約
5
0
0
名
（
本
県
関
係
は
94
名
）
が
出
席
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

地
震
の
教
訓
を
活
か
す
～
」、
タ
レ
ン
ト
の

西
川
き
よ
し
氏
か
ら
「
人
生
は
小
さ
な
こ

と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
」
と
題
す
る
講
演
が

あ
り
、
こ
れ
を
聴
講
。

　

最
後
に
次
期
当
番
県
で
あ
る
本
県
の
三

谷
会
長
（
砥
部
町
議
会
議
長
）
が
閉
会
の

こ
と
ば
を
述
べ
、
午
後
4
時
5
分
に
閉
会

し
た
。

　

な
お
、
本
県
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

　

砥
部
町
議
会
議
員　

山
口　

元
之　

氏

　

伊
方
町
議
会
議
長　

菊
池　

隼
人　

氏

　

鬼
北
町
議
会
議
長　

程
内　
　

覺　

氏

現
地
研
修
会
」
を
開
催
し
、「
松
山
衛
生

e
c
o
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
し
た
。

　

開
催
要
領
は
別
掲
の
と
お
り
で
、
松
山

衛
生
e
c
o
セ
ン
タ
ー
か
ら
資
源
化
設
備

を
は
じ
め
と
し
た
し
尿
処
理
施
設
な
ど
に

つ
い
て
丁
寧
な
案
内
を
得
た
。（
参
加
者
：

28
名
）

　

今
回
の
現
地
研
修
会
開
催
に
あ
た
り
、

松
山
衛
生
事
務
組
合
の
堀
内
事
務
局
長
様

並
び
に
関
係
者
様
に
紙
面
を
借
り
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
現
地
研
修
会
を
開
催

�

愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会

　

愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会
（
会
長
：
上
村

俊
之
上
島
町
長
）
は
、
10
月
11
日
（
金
）

に
令
和
6
年
度
「
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る

「廃棄物処理等に関する現地研修会」開催要領
愛媛県清掃事業協会

１．目　　的
　　今日、地球環境問題が大きく取り上げられており、特に市町行政にとっ
て、廃棄物処理問題は最重要課題である。
　　こうした状況の中で、これからの廃棄物処理問題に適切に対応するた
め、先進処理施設の視察を行うとともに、会員市町職員間の意見交換の
場を設け、今後の市町清掃事業の進展を期するため現地研修会を開催す
るものとする。
２．日　　時　令和６年10月11日（金）　14時00分～
３．場　　所　松山衛生 ecoセンター
　　　　　　　愛媛県松山市北吉田町77番地31  ＴＥＬ089－972－1933
４．施設概要　施 設 名 称　松山衛生 ecoセンター
　　　　　　　建　　　物　汚泥再生処理センター（し尿処理施設）
　　　　　　　　　　　　　敷地面積24678.73㎡
　　　　　　　施 設 規 模　373kL/日
　　　　　　　　　　　　　【内訳】し尿：32kL/日
　　　　　　　　　　　　　　　　 浄化槽汚泥：340kL/日
　　　　　　　　　　　　　　　　 農業集落排水施設汚泥：1kL/日
　　　　　　　水処理方式　前脱水＋標準脱窒素処理方式
　　　　　　　資源化方式　汚泥助燃剤化及びリン回収
　　　　　　　供 用 開 始　令和２年４月
５．日　　程
　　13：00～13：30　愛媛県清掃事業協会事務局到着（予定）
　　13：30～13：50　松山衛生 ecoセンター　集合・受付
　　14：00～15：30　松山衛生 ecoセンター　研修・視察
　　（愛媛県清掃事業協会会長・松山衛生事務組合事務局長あいさつ含む）
　　15：30（終了予定）　　　　　　　　　　現地解散
　　※公用車等で松山衛生 ecoセンターへお越しいただいても差し支えご

ざいませんが、駐車スペースに限りがあるため、可能な限り乗り合
わせでお越しください。

６．対 象 者　　①　各市町長、担当課長および担当者等
　　　　　　　　②　一部事務組合担当者等
７．負 担 金　　必要ありませんが、集合場所までの往復交通費等は、各
　　　　　　　　参加団体で負担願います。

上村会長
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・
官
民
連
携
に
よ
る

�

持
続
可
能
な
観
光
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
㈱
い
よ
ぎ
ん
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

�

　
　
　
　

向
井　

清
子　

氏

　

令
和
6
年
度
町
職
員
研
修
会
実
施
計
画

に
基
づ
き
、
勤
続
4
～
5
年
の
職
員
を
対

象
と
し
た
中
級
職
員
研
修
会
を
10
月
2
日

（
水
）に
、
係
長
相
当
の
職
に
あ
る
職
員
を

対
象
と
し
た
係
長
職
員
研
修
会
を
10
月
8

日（
火
）に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
え
ひ
め
で
開
催
し

た
。

　

中
級
・
係
長
職
員
研
修
会
の
修
了
証
書

に
代
え
て「
受
講
者
名
簿
」を
掲
載
す
る
。

【
中
級
職
員
研
修
会
の
研
修
内
容
】

　

・
プ
レ
管
理
職
研
修

　
　
　

㈱
Ｉ
Ｍ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　
　

陽　

氏

令
和
６
年
度
中
級
・
係
長

�

職
員
研
修
会
を
開
催

　

研
修
会
受
講
者
は
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

【
令
和
６
年
度
中
級
職
員
研
修
会
受
講
者

名
簿
】

町　

名　
　

課　

名　
　
　
　

�

氏　

名　

上
島
町　

産
業
建
設
課　
　
　

櫛
部　
　

聖

久
万
高
原
町

　
　
　
　

保
健
福
祉
課　
　
　

日
野　

健
斗

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　
　
　

西
野　

雅
功

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　
　
　

矢
野　

美
咲

　

〃　
　

林
業
戦
略
課　
　
　

高
畠　
　

洋

　

〃　
　

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
政　

勇
貴

　

〃　
　

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
藤
遼
太
朗

松
前
町　

総
務
課　
　
　
　
　

宮
崎　

崇
広

　

〃　
　

総
務
課　
　
　
　
　

野
本　

佳
宏

　

〃　
　

財
政
課　
　
　
　
　

亀
岡　

政
志

　

〃　
　

町
民
課　
　
　
　
　

鎌
田
あ
ゆ
み

　

〃　
　

ま
ち
づ
く
り
課　
　

宮
﨑　

信
吾

　

〃　
　

社
会
教
育
課　
　
　

山
本　

将
義

砥
部
町　

町
民
課　
　
　
　
　

武
井　

貴
洋

　

〃　
　

税
務
課　
　
　
　
　

佐
川　

祐
樹

　

〃　
　

税
務
課　
　
　
　
　

村
上　

貴
大

　

〃　
　

建
設
課　
　
　
　
　

久
保　

賢
憲

　

〃　
　

介
護
福
祉
課　
　
　

宮
田　

裕
介

　

〃　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　
　

重
松
美
由
紀

　

〃　
　

中
央
公
民
館　
　
　

安
岡　

大
貴

内
子
町　

総
務
課　
　
　
　
　

本
田　

侑
香

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　
　
　

後
藤　

隆
仁

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　
　
　

市
川　

大
樹

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　
　
　

川
口　
　

創

　

〃　
　

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

小
林　

雅
章

　

〃　
　

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

菊
池　

友
成

　

・
防
災
に
つ
い
て

　
　
　

愛
媛
大
学
大
学
院

　
　
　
　
　
　

教
授　

森
脇　
　

亮　

氏

【
係
長
職
員
研
修
会
の
研
修
内
容
】

　

・
男
性
育
休
が
当
た
り
前
の
社
会
に

　
　
　
㈱
い
よ
ぎ
ん
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

�

　
　
　
　

續
木　

美
和
子　

氏

　

・
Ｚ
世
代
の
部
下
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

㈱
Ｉ
Ｍ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　
　

陽　

氏

　

・
地
域
づ
く
り

　
　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課

　
　
　
　
　
　

課
長　

雲
峰　

隆
光　

氏

内
子
町　

五
十
崎
こ
ど
も
園　

源
田　

優
花

伊
方
町　

総
合
政
策
課　
　
　

増
見　

和
孝

　

〃　
　

総
合
政
策
課　
　
　

浅
海　

恒
成

　

〃　
　

町
民
課　
　
　
　
　

林　
　

優
里

愛
南
町　

総
務
課　
　
　
　
　

松
村　

拓
未

　

〃　
　

建
設
課　
　
　
　
　

猪
野　

太
雅

　

〃　
　

国
保
一
本
松
病
院　

武
田　

峻
児

　

〃　
　

緑
公
民
館　
　
　
　

吉
田　
　

竣

　【
令
和
６
年
度
係
長
職
員
研
修
会
受
講
者

名
簿
】

町　

名　
　

課　

名　
　

�

氏　

名　

上
島
町　

農
林
水
産
課　
　
　

木
原　

良
太

　

〃　
　

総
務
課　
　
　
　
　

森
本
美
智
子

　

〃　
　

観
光
戦
略
課　
　
　

増
岡　

浪
江

久
万
高
原
町

　
　
　
　

総
務
課　
　
　
　
　

﨑
山　

辰
徳

　

〃　
　

総
務
課　
　
　
　
　

山
本　
　

学

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　
　
　

中
川　

昌
美

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　
　
　

菅　
　

儀
憲

　

〃　
　

建
設
課　
　
　
　
　

西
山　

哲
史

　

〃　
　

教
育
委
員
会　
　
　

矢
野　
　

龍

　

〃　
　

消
防
本
部　
　
　
　

平
柳　
　

衛

　

〃　
　

消
防
本
部　
　
　
　

石
丸　

修
嗣

砥
部
町　

企
画
財
政
課　
　
　

和
泉　

英
樹

　

〃　
　

企
画
財
政
課　
　
　

水
口　

真
一

　

〃　
　

地
域
振
興
課　
　
　

池
内　
　

隆

　

〃　
　

子
育
て
支
援
課　
　

東　
　

勝
之

　

〃　
　

上
下
水
道
課　
　
　

土
井　

和
祐

内
子
町　

住
民
課　
　
　
　
　

樫
本　
　

塁

　

〃　
　

税
務
課　
　
　
　
　

松
本　

義
行

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　
　
　

渡
邊　

昂
平

愛
南
町　

農
林
課　
　
　
　
　

清
水　

大
象
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愛
南
町
長
を
退
任
す
る
に

�
あ
た
っ
て

　

平
成
20
年
10
月
31
日
に
愛
南
町
長
に
就

任
し
て
以
来
、
16
年
に
わ
た
っ
て
皆
さ
ん

と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
時
が

経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
こ
の
度
任
期
を

満
了
し
退
任
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

16
年
間
の
日
々
は
、
決
し
て
平
た
ん
で

は
な
く
、
様
々
な
課
題
と
向
き
合
う
毎
日

で
し
た
。
職
員
と
一
丸
と
な
り
、
創
意
工

夫
の
も
と
健
全
な
財
政
運
営
を
保
持
し
つ

つ
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
支
援
に
資
す

る
事
業
の
創
設
や
拡
充
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
産
業
の
活
性
化
、
災
害
に
強
い

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
の
押
し
寄
せ
る
巨
大

津
波
の
鮮
烈
な
映
像
を
目
の
当
た
り
に

し
、
必
ず
や
発
生
す
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
を
考
え
た
時
に
は
、
全
町
民
の
命
を

つ
な
ぐ
た
め
に
は
司
令
塔
と
な
る
強
固
な

新
庁
舎
が
何
と
し
て
も
必
要
で
あ
る
と
痛

感
し
、
自
分
と
し
て
は
大
き
な
方
針
転
換

を
決
断
い
た
し
ま
し
た
。
数
々
の
曲
折
は

あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
同
じ
く
移
転
新

築
し
た
新
消
防
庁
舎
と
併
せ
、
ま
さ
に
愛

南
町
の
安
全
安
心
の
二
大
拠
点
施
設
で
あ

り
、
決
し
て
当
時
の
選
択
は
間
違
っ
て
い

な
か
っ
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
産
業
・
観
光
、
そ
し
て
命
を
守

る
道
と
な
る
高
速
道
路
の
延
伸
に
向
け
ま

し
て
は
、
自
分
も
全
身
全
霊
を
か
け
て
そ

の
旗
振
り
役
を
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
道
で
長
い
要
望
活
動
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
先
人
の
方
々
に

よ
る
熱
い
思
い
の
積
み
重
ね
の
お
か
げ
も

あ
り
、「
津
島
～
内
海
間
」
に
至
っ
て
は
着

実
に
工
事
が
進
め
ら
れ
る
中
、次
な
る
「
宿

毛
～
内
海
間
」
の
事
業
化
も
全
て
の
区
間

で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
国
や
県
を
始

め
関
係
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
皆
さ
ん

に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
た
な
取
組
も
動
き
始
め
て
お
り
、
四

国
で
唯
一
モ
デ
ル
地
区
に
選
定
さ
れ
た
海

業
を
核
に
地
域
資
源
を
結
び
付
け
た
新
た

な
地
域
の
活
性
化
や
、
河
内
晩
柑
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
の
輸
出
を
始
め
、
カ
ナ
ダ
や
マ

レ
ー
シ
ア
と
の
新
た
な
交
流
促
進
な
ど
、

人
口
減
少
と
い
う
課
題
が
あ
る
中
で
も
愛

南
町
の
特
性
を
生
か
し
、
今
後
も
に
ぎ
わ

い
を
創
出
す
る
潜
在
力
と
可
能
性
は
十
分

に
あ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

在
任
中
は
、
愛
南
町
を
よ
り
住
み
や
す

い
町
に
す
る
た
め
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

前
愛
南
町
長

　�

清
　
水
　
雅
　
文

随想随想随想

し
た
が
、
振
り
返
る
と
、
自
分
が
や
っ
て

き
た
こ
と
以
上
に
、
皆
さ
ん
か
ら
教
え
ら

れ
、
支
え
ら
れ
た
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

多
く
の
も
の
は
、
か
け
が
え
の
な
い
経
験

と
し
て
心
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
各
町
長
の
皆
さ
ん
、
県
知
事
、
県

内
市
長
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
県
町
村
会
事

務
局
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
ま
で
長
い
間
御
指

導
、
御
支
援
を
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
一
住
民
、

地
域
の
一
員
と
し
て
、
小
さ
な
力
を
尽
く

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
御
健

康
と
ま
す
ま
す
の
御
活
躍
、
県
・
市
町
の

更
な
る
御
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
退
任
に
当
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

国土交通省提供



　令和₆年10月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 187 号　（6）　

本県市町の基準財政需要額その他
　本県の市町の令和₆年度基準財政需要額、基準財政収入額、普通交付税決定額及び財政力指数・
標準税収額等は次のとおり。

財政力指数・標準税収入額等及び標準財政規模

区　　分

団 体 名

財　　　政　　　力　　　指　　　数
標準税収入額等

₄　年　度 ₅　年　度 ₆　年　度 ３ヵ年平均
（₄～₆）

松 山 市 0.750 0.737 0.736 0.741 88,250,517

今 治 市 0.510 0.526 0.545 0.527 26,235,966

宇 和 島 市 0.329 0.332 0.353 0.338 10,306,525

八 幡 浜 市 0.320 0.323 0.322 0.322 4,381,145

新 居 浜 市 0.755 0.777 0.784 0.772 23,227,157

西 条 市 0.620 0.612 0.657 0.630 20,944,727

大 洲 市 0.345 0.345 0.353 0.348 6,253,141

伊 予 市 0.411 0.413 0.416 0.413 5,168,903

四 国 中 央 市 0.726 0.723 0.729 0.726 19,110,434

西 予 市 0.245 0.250 0.260 0.252 4,765,779

東 温 市 0.478 0.486 0.499 0.488 5,692,030

市　　　　　計 214,336,324

上 島 町 0.150 0.151 0.159 0.153 770,935

久 万 高 原 町 0.202 0.202 0.219 0.208 1,477,982

松 前 町 0.702 0.683 0.670 0.685 5,286,180

砥 部 町 0.419 0.420 0.424 0.421 2,725,798

内 子 町 0.271 0.274 0.282 0.276 2,168,798

伊 方 町 0.621 0.600 0.578 0.600 3,445,463

松 野 町 0.152 0.153 0.158 0.154 449,486

鬼 北 町 0.224 0.228 0.232 0.228 1,343,667

愛 南 町 0.222 0.228 0.237 0.229 2,560,929

町　　　　　計 20,229,238

県　　　　　計 234,565,562

（単位：千円）
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区　　分

団 体 名
基準財政需要額 基準財政収入額 財 源 不 足 額 普通交付税決定額

臨時財政対策債
発 行 可 能 額

松 山 市 94,192,143 69,359,750 24,832,393 24,767,471 1,286,034

今 治 市 37,853,398 20,619,529 17,233,869 17,207,779 142,621

宇 和 島 市 23,071,729 8,187,043 14,884,686 14,868,784 61,394

八 幡 浜 市 10,869,564 3,496,125 7,373,439 7,365,947 28,848

新 居 浜 市 23,193,161 18,181,840 5,011,321 4,995,335 117,152

西 条 市 25,037,506 16,454,893 8,582,613 8,565,356 110,174

大 洲 市 14,296,025 5,047,635 9,248,390 9,238,537 39,396

伊 予 市 9,932,114 4,136,642 5,795,472 5,788,626 30,939

四 国 中 央 市 20,513,701 14,948,493 5,565,208 5,551,069 106,914

西 予 市 14,908,164 3,870,228 11,037,936 11,027,661 31,892

東 温 市 9,010,906 4,495,785 4,515,121 4,508,910 32,185

市　　　　　計 282,878,411 168,797,963 114,080,448 113,885,475 1,987,549

上 島 町 3,901,738 619,997 3,281,741 3,279,052 7,002

久 万 高 原 町 5,649,826 1,235,916 4,413,910 4,410,016 10,493

松 前 町 6,218,865 4,166,617 2,052,248 2,047,962 39,426

砥 部 町 5,182,831 2,186,971 2,995,860 2,992,288 17,713

内 子 町 6,253,211 1,765,950 4,487,261 4,482,951 13,997

伊 方 町 4,584,788 2,650,181 1,934,607 1,931,447 17,791

松 野 町 2,366,475 372,733 1,993,742 1,992,111 4,255

鬼 北 町 4,731,570 1,098,540 3,633,030 3,629,769 9,676

愛 南 町 8,701,151 2,065,229 6,635,922 6,629,925 17,674

町　　　　　計 47,590,455 16,162,134 31,428,321 31,395,521 138,027

県　　　　　計 330,468,866 184,960,097 145,508,769 145,280,996 2,125,576

（注）１　基準財政需要額及び基準財政収入額は、錯誤措置後のものである。
　　　２　令和₆年度の調整率は、0.000689246である。

普　　通　　交　　付　　税
（単位：千円）
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新
町
長
紹
介

　

任
期
満
了
に
伴
う
愛
南
町
長
選
挙

が
10
月
27
日
に
行
わ
れ
、
投
票
の
結

果
、
新
人
の
中
村
維
伯
氏
が
当
選
さ

れ
た
。

　
　

愛
南
町
長

　
　
　
中な

か

　
村む

ら

　
維ま

さ

　
伯の

り

　
氏

10
月
の
会
と
催
し

▽
2
日
＝
令
和
6
年
度
中
級
職
員
研
修
会

▽
3
日
＝（
一
社
）内
外
情
勢
調
査
会
松
山

支
部
10
月
懇
談
会
、
全
国
町
村
議
会
議

長
会
都
道
府
県
事
務
局
長
会
議
、
全
国

町
村
監
査
委
員
協
議
会
幹
事
会

▽
4
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
総
務
大

臣
表
彰
式

▽
8
日
＝
令
和
6
年
度
係
長
職
員
研
修
会
、

令
和
6
年
度
第
72
回
愛
媛
県
社
会
福
祉

大
会

▽
9
日
＝（
公
財
）全
国
市
町
村
研
修
財
団

令
和
6
年
度
市
町
村
議
会
事
務
局
職
員

研
修

▽
10
日
＝
愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

令
和
5
年
度
会
計
監
査
、
愛
媛
県
護
國

神
社
令
和
6
年
度
秋
季
慰
霊
大
祭

▽
11
日
＝
愛
媛
県
市
町
連
携
推
進
会
議

（
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
勉
強
会
の
開
催
に

つ
い
て
）、愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会
廃
棄

物
処
理
等
に
関
す
る
現
地
研
修
会
、
令

和
6
年
度
「
小
・
中
学
生
の
ふ
る
さ
と

学
習
作
品
展
」
の
特
別
賞
等
作
品
審
査

会
、
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協

議
会
常
任
理
事
会
・
理
事
会
合
同
会
議

▽
16
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
会
長
会

▽
17
日
＝
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府

県
会
長
会

▽
18
日
＝（
一
社
）全
国
過
疎
地
域
連
盟
第

1
6
0
回（
令
和
6
年
度
第
2
回
）幹
事

会
▽
22
日
＝
令
和
6
年
度
町
村
監
査
功
労
者

表
彰
式
、
町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会

（
23
日
ま
で
）

▽
24
日
＝
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
2
4
㏌
や
ま
な
し
全
体
会

▽
25
日
＝
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
2
4
㏌
や
ま
な
し
分
科
会

▽
31
日
＝
第
62
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議

長
会
研
修
会
（
令
和
6
年
度
第
2
回
町

議
会
議
員
研
修
会
）

　　

 

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

　

地
球
温
暖
化
の
た
め
、
四
季
の
変
わ
り

目
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
近
年「
秋
」が
極

端
に
短
く
な
っ
た
が
、「
神
無
月
」
は
日
本

の「
秋
」で
あ
る
。
朝
方
の
冷
気
は
人
心
を

何
と
な
く
冷
静
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ

る
。
秋
の
行
楽
の
主
役
「
紅
葉
」
も
、列
島

を
北
か
ら
赤
・
黄
色
と
染
め
て
来
て
い
る
。

　

今
年
の
10
月
は
、日
中「
真
夏
日
」や「
夏

日
」が
続
い
た
。
各
地
の
小
・
中
学
校
で
は

恒
例
の
運
動
会
が
次
々
と
開
か
れ
、
か
つ

て
の
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
繰
り
広
げ
ら
れ

た
棒
倒
し
、
騎
馬
戦
、
高
さ
の
あ
る
器
械

体
操
の
よ
う
な
種
目
は
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
が
、
秋
季
行
事
で
あ
る
。
今
や
、
暑
い

炎
天
下
で
の
運
動
会
練
習
を
避
け
、
遅
ら

せ
た
日
程
で
の
開
催
が
、
晩
秋
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
と
し
て
季
節
に
合
っ
て
き
た
。

　

今
年
の
「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
」
は
、
日

本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
が
受
賞
と

な
っ
た
。
長
き
に
わ
た
り
地
道
に
真
心
で

平
和
を
願
っ
て
来
た
人
々
、
関
係
者
に
敬

意
を
贈
り
、
そ
れ
に
応
え
る
人
々
の
輪
が

全
世
界
に
一
層
強
く
大
き
く
な
る
事
を
念

願
し
た
い
。

　

さ
て
、
戦
火
の
収
ま
り
が
見
え
な
い
侵

略
に
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
。
戦
禍
拡
大

の
方
向
に
さ
え
あ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス

ラ
エ
ル
地
域
な
ど
、
そ
の
戦
い
は
ロ
ボ
ッ

ト
兵
器
、
Ａ
Ｉ
武
器
投
入
、
無
人
兵
器
が

容
赦
な
く
生
身
の
人
間
を
襲
う
戦
争
へ
と

悲
惨
で
あ
る
。
そ
の
他
、
仮
想
敵
国
を
想

定
し
た
と
こ
ろ
の
一
部
の
国
で
は
、「
核
」

兵
器
保
有
か
ら
使
用
が
、
今
日
、
極
め
て

早
い
速
度
で
現
実
味
を
お
び
て
き
て
お
り
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い「
核
」を
装
填
し
た
鍵

は
、
不
安
定
で
あ
る
。
発
射
ボ
タ
ン
を
手

元
に
し
た
国
の
リ
ー
ダ
ー
ら
は
、
議
論
の

場
で
も
発
言
に
異
な
る
恐
ろ
し
さ
を
チ
ラ

つ
か
せ
る
。
核
兵
器
は
如
何
な
る
事
が
あ

ろ
う
と
も
、
恫
喝
を
越
し
、
相
手
国
側
を

責
任
に
し
た
第
一
線
を
越
え
る
と
か
、
人

類
を
最
終
的
に
消
滅
さ
せ
る
方
向
へ
、
現

世
に
生
き
る
人
間
と
し
て
所
業
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

一

筆

　

兎
に
角
、
人
類
を
破
滅
の
道
へ
と
誘
い

込
み
は
御
免
で
あ
る
。
一
国
な
り
、
人
間

一
人
が
最
後
に
生
き
残
る
社
会
な
ど
有
り

得
な
い
し
、
こ
の
世
に
存
在
し
な
い
。
今

は
全
て
を
失
う
事
前
の
時
間
帯
に
あ
る
事

を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

　

な
お
、
核
兵
器
無
国
で
あ
ろ
う
と
も
一

方
的
に
火
の
粉
が
降
り
か
か
る
な
ら
、
侵

略
者
は
日
本
に『
窮
鼠
猫
を
噛
む
』例
え
が

あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

　

唯
一
の
被
爆
国
・
日
本
と
し
て
は
、世
界

の
人
々
に「
核
廃
絶
」を
訴
え
る
絶
好
の
機

会
で
あ
り
、
そ
の
熱
い
思
い
が
最
後
に
な

る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
役
割
が
、
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
の
意
義
に
込
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
な
…
。
世
界
は
応
え
る
べ
き
時
で
あ

ろ
う
。

　

ど
う
か
、
こ
の
10
月
人
々
が
西
の
空
に

見
た
「
ア
ト
ラ
ス
彗
星
」
が
、後
世
の
子
孫

も
見
ら
れ
ま
す
よ
う
に
…
。

�

　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
少
数
者
が
極
め
て
富
み
、
多
数
者
が
極

め
て
貧
し
い
た
め
に
、
人
々
が
た
え
ず

自
分
の
富
も
し
く
は
貧
困
を
考
え
ざ
る

を
え
な
い
よ
う
な
社
会
は
、
実
は
戦
争

状
態
に
あ
る
社
会
で
あ
る
。」

�

　
　
　
（
ラ
ス
キ　

英
国
の
政
治
学
者
）


